ボランティア活動実績認定請求書
（請求日）　　　　年　　月　　日
（あて先）
○○○○課　課長　
請求者　　株式会社○○○建設
　　　　　代表取締役　○○　○○　　
鴻巣市総合評価方式の技術資料（「企業の社会的貢献の実績（ボランティア活動の実績）」）として利用するため、次のボランティア活動について認定書を請求します。
（請求者側記入欄）
	活動した日
	　　　　年　　月　　日

	活動内容
	

	活動場所
	

	活動人数
	

	活動時間
	


添付書類
・活動写真（すべての活動の日付が確認できるもの）
　・所管課から証明書類として提出を求められた場合は、その必要書類

ボランティア活動実績認定書
株式会社○○建設
　代表取締役　　○○　○○　様
（認定者側記入欄）
上記に記載した内容を、ボランティア活動の実績として証明します。
（認定日）　　　　年　　月　　日
所管課長　署名
○○○○課　　課長　　○○ ○○　　　　

【注意事項】
１　ボランティア活動実績認定書（以下、「認定書」という。）は、鴻巣市における総合評価方式による入札で、技術資料として使用する様式です。ボランティアの活動実績を各施設の所管課（事業課からボランティア募集をしているイベント等に関しては、事業課）に申請をして、活動実績の認定を受けて下さい。なお、ボランティア活動１日につき１枚の請求書を、ボランティア活動後に遅滞なく提出して下さい。
２　請求者は企業単位とします。団体（協会・組合等）で行ったボランティア活動に関する認定請求はできません。企業単体で行ったボランティア活動の実績に限ります。
３　活動の内容は、鴻巣市の管理する公共施設（道路・公園等）または、鴻巣市の主催するイベント等であれば、活動の種類は問いません。活動内容がわかるように具体的に記載すること。（例）市道のゴミ拾い清掃、公園の植栽剪定、花のオアシスの花植え作業、市の募集するマラソン・駅伝大会の立哨員ボランティア等
４　証明書類（日付写真等）がない活動に関しては、認定書の発行はできません。なお、証明用の写真に関しては、活動人数や活動風景がわかる写真を添付すること。
５　認定書を提出しようとする企業は、ボランティア活動前と活動終了後に、所管課の職員に参加人数と作業時間の報告をし、確認を受けること。また、所管課の職員に後日、認定書を提出する旨を伝えること。ただし、所管課の職員が立ち会わない活動に関してはこの限りではない（例）休日に行う道路清掃活動や公園の植栽剪定等。また、事業課の作成したボランティア役員名簿等があり、事業課の了承が得られたものに関しては、事前事後の事業課への報告は不要とする(例)マラソン大会等の立哨員ボランティア等
６　一度認定を行った活動に関しては、認定書の再発行は行いません。各企業の責任において保管をお願いします。
７　技術資料として提出されたボランティア活動実績を、総合評価方式での加点対象とするかどうかは、総合評価技術審査会で審議し決定します。
８　虚偽申請が判明したときは、鴻巣市建設工事等の契約に係る入札参加停止等の措置要綱に基づく入札参加停止等の処分の対象となる場合があります。
９　鴻巣市には、下記のようなボランティア登録制度があります。この制度に登録いただくと、イベントや事業の実施前にボランティア活動のお知らせを通知しています。是非、ご活用ください。
・鴻巣市環境経済部商工観光課「花のボランティア」http://www.city.kounosu.saitama.jp/kanko/hana/1455525779755.html
・鴻巣市教育部スポーツ課「市スポーツボランティア登録制度」
http://www.city.kounosu.saitama.jp/fukushi/sports/1455525758166.html
所管課


収受印





認定書は注意事項と、両面印刷する事









